
寄贈須恵器の紹介

近頃、当研究所に土器2件の寄贈があった。いずれも須恵器で

あり、一件は、口縁の 3分の 2を欠損するが、以下の部位は完存

する奈良時代の饗である。もう一件は、出土地点が明らかで伴出

造物も知れる古墳時代の蓋付短頚査である。貴重な資料であり、

ここに紹介し、寄贈者に対し感謝の意を表する次第である。

須恵器聾 京都市谷口菊野氏他4名(本庄久光・田中紀代子・本庄

繁 ・田沢糸枝)の方より寄贈を受げたもので、平城宮から出土し

たと伝える。若干、燥し気味の焼成で灰黒色を呈す。口径27.2cm、

高さ49.6cOl。倒卵形の体部に外反する口頭部が付く。肩部外面付

近は、ロクロケズリを施すが、叩き目を消し去るまでにはいたら

ない。 内面にはナデを加えるが、全面的に当板痕を留める。これ

とほぼ同型式の璽は、馬寮にある井戸SE6166から出土していて、

8世紀末葉の年代が考えられよう。

蓋付短頚壷 奈良市佐紀東町川辺康雄氏の寄贈で、昭和38年頃、磐

之媛陵(ヒシアゲ古墳)の北、 字鳶が峯に所在する小山の造成中

に出土し(位置図)、川辺氏の父、茂夫氏が業者から譲り受けたも

のである。また、これとともに、土師器の高杯と甑の把手片、万

と思われる鉄片、鰭付円筒埴輪片が採集されており、恐らく木棺

直葬の古墳に納められていたものだろう。

蓋は、口径12.2cOl、器高5.3cl11。中央が僅かに凹むつまみをもち、

口縁部が外反し、端面は段をなす。短頚査は、口径7.6cm、器高13.7

cm。ほぽ、まっすぐ立

ち上がる口縁部と胴張

りの体部からなる。口

縁端部は、蓋と同様な

作工で、体部下半をロ

クロケズリ調整する。

両者とも粗い長石粒を

多品に含む胎土で、灰

青色に焼き上がってい

る。蓋の天井部と縁部

の境に突帯がないこ

と、身の肩部が丸みを

有し、器高が高いこと

から、 6世紀前半頃に

比定できょ うか。
須恵総議付短頚査(下)
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平城宮跡発掘調査部
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須恵器務付額頚登

須恵*i~活


